
▲

京
都
府
人
事
委
員
会

▲

京
都
市
人
事
委
員
会

▲宇治田原町は名字だけに

▲女性役員交流会で講演する岸まきこさん

▲

岸
ま
き
こ
参
議
院
議
員

　

府
本
部
は
６
月
２０
日
、
２１

日
に
当
該
単
組
と
連
名
で
、

京
都
府
お
よ
び
京
都
市
人
事

委
員
会
に
対
し
て
２
０
２
４

人
事
委
員
会
勧
告
に
む
け
た

要
請
を
行
っ
た
。

　

２
０
２
４
春
闘
に
お
い
て

民
間
企
業
が
３３
年
ぶ
り
の
高

水
準
と
な
っ
た
こ
と
を
受

け
、「
公
平
・
公
正
な
公
民

比
較
に
基
づ
い
た
上
で
、
物

価
上
昇
を
上
回
る
水
準
の
月

例
給
、
一
時
金
引
き
上
げ
」

「
地
域
実
情
に
合
わ
せ
た
住

居
・
通
勤
手
当
の
対
応
」「
扶

養
手
当
、
地
域
手
当
は
一
律

に
国
に
準
じ
た
扱
い
と
す
る

こ
と
な
く
、
自
治
体
の
実
態

を
踏
ま
え
検
討
す
る
こ
と
」

　

府
本
部
は
６
月
２９
日
、
キ

ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
で

「
府
本
部
女
性
役
員
交
流
会
」

を
開
催
。
８
単
組
２３
人
が
参

加
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
府
本

部
に
結
集
す
る
女
性
役
員
が

自
治
労
や
府
本
部
、
単
組
に

お
け
る
女
性
参
画
の
取
り
組

み
経
過
や
個
人
の
思
い
を
共

有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会

や
政
治
に
お
け
る
女
性
参
画

の
必
要
性
を
学
ぶ
こ
と
を
目

的
に
初
め
て
実
施
し
た
。

　

岡
本
委
員
長
に
よ
る
主
催

者
あ
い
さ
つ
の
後
、
基
調
提

起
で
は
、
増
永
書
記
長
が
府

本
部
女
性
参
画
の
取
り
組
み

経
過
を
紹
介
し
、「
社
会
を

変
え
る
た
め
に
は
政
治
の
分

野
で
さ
ら
な
る
女
性
の
参
画

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め

に
も
組
織
内
候
補
の
岸
ま
き

こ
さ
ん
の
再
選
に
む
け
て
、

を
盛
り
込
ん
だ
。

　

ま
た
、「
労
働
時
間
短
縮

や
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
導

入
の
検
討
」、「
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
の
推
進
」、
会
計
年

度
任
用
職
員
や
定
年
引
き
上

げ
に
伴
う
高
齢
職
員
の
処
遇

改
善
に
つ
い
て
も
訴
え
た
。

　

民
間
で
は
、
今
や
人
材
獲

得
の
た
め
、
大
手
企
業
を
中

心
に
競
っ
て
給
与
水
準
を
引

き
上
げ
て
お
り
、
自
治
体
職

場
に
お
い
て
も
同
様
の
対
応

が
求
め
ら
れ
る
。
京
都
府
お

よ
び
京
都
市
の
人
事
委
員
会

勧
告
は
、
国
の
人
勧
後
９
月

～
１０
月
に
か
け
て
示
さ
れ
る

予
定
だ
。

女
性
組
合
員
を
含
む
す
べ
て

の
組
合
員
の
結
集
が
必
要

だ
」
と
訴
え
た
。

　

続
い
て
自
治
退
京
都
の
丹

波
栄
子
さ
ん
よ
り
、
１
９
９

０
年
頃
の
府
本
部
再
建
当
時

か
ら
の
女
性
部
の
取
り
組
み

や
役
員
と
し
て
の
苦
労
話
を

披
露
。「
現
役
世
代
の
賃
金

格
差
は
退
職
後
の
年
金
所
得

格
差
に
直
結
す
る
。
現
役
世

代
の
取
り
組
み
が
重
要
だ
」

と
話
し
、
退
職
者
会
と
し
て

現
役
世
代
と
一
緒
に
男
女
の

賃
金
格
差
是
正
に
取
り
組
む

必
要
性
が
訴
え
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
八
幡
市
職
労
の
井

上
委
員
長
、
京
都
交
通
労
組

の
草
川
女
性
部
事
務
局
長
か

ら
単
組
の
取
り
組
み
が
紹
介

さ
れ
た
。

　

学
習
会
後
半
に
は
４
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
「
職
場
や
世

の
中
、
矛
盾
で
い
っ
ぱ
い
」

を
テ
ー
マ
に
「
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
」
を
行
っ
た
。
参
加
者

　

女
性
役
員
交
流
会
に
は
組

織
内
参
議
院
議
員
の
岸
ま
き

こ
さ
ん
が
登
壇
。
東
京
都
知

事
選
の
状
況
や
自
民
党
の
世

襲
制
の
弊
害
で
国
会
議
員
の

女
性
参
画
が
進
ま
な
い
こ
と
、

岸
田
政
権
の
子
育
て
施
策
の

問
題
点
な
ど
を
説
明
。
さ
ら

に
、「
地
方
自
治
の
本
旨
に

反
す
る
改
正
地
方
自
治
法
が

成
立
し
た
。
個
別
法
に
基
づ

か
ら
は
「
女
性
が
家
事
を
す

る
の
が
当
た
り
前
に
」「
市

民
か
ら
『
女
性
は
ダ
メ
だ
、

上
司
を
出
せ
』と
言
わ
れ
た
」

「
男
性
が
多
い
職
場
で
女
性

用
ト
イ
レ
が
少
な
い
」な
ど
、

日
頃
の
疑
問
や
意
見
が
飛
び

交
い
、
自
治
体
議
員
連
合
会

長
の
福
田
八
幡
市
議
も
「
選

択
的
夫
婦
別
姓
」
の
必
要
性

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
た
嫌

が
ら
せ
や
悪
質
な
ク
レ
ー
ム

な
ど
の
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
が
全
国
的
に
広
が
る

中
、
い
わ
ゆ
る
「
カ
ス
ハ
ラ
」

対
策
と
し
て
、
職
員
が
身
に

つ
け
る
名
札
の
表
記
を
漢
字

の
フ
ル
ネ
ー
ム
か
ら
名
字
だ

か
な
い
国
の
指
示
権
拡
大
に

つ
い
て
、
国
会
で
繰
り
返
し

問
題
点
を
質
し
た
が
、
総
務

大
臣
は
不
明
瞭
な
答
弁
に
終

始
。
国
の
誤
っ
た
判
断
に
よ

る
指
示
権
発
動
は
住
民
の
生

命
に
直
結
す
る
問
題
。
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
最
前
線
で
働
く

組
合
員
の
み
な
さ
ん
の
声
を

反
映
し
、
安
心
し
て
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
環
境
と
な
る

よ
う
全
力
で
取
り
組
む
」
と

決
意
を
述
べ
た
。

　

同
日
、
市
内
・
乙
訓
・
南

部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
主
催
で

政
治
学
習
会
を
開
催
。
岸
ま

き
こ
参
議
院
議
員
と
意
見
交

等
に
つ
い
て
発
言
し
た
。

　

府
本
部
は
今
回
の
取
り
組

み
を
皮
切
り
に
、
さ
ら
な
る

け
に
変
更
す
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
。

　

総
務
省
も
各
種
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
の
徹
底
に
つ
い
て

通
知
さ
れ
て
い
る
。
組
合
員

が
安
心
し
て
働
き
や
す
い
職

場
を
め
ざ
し
各
単
組
で
取
り

組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

換
を
行
っ
た
。

　

組
織
内
議
員
の
岸
ま
き
こ

さ
ん
は
私
た
ち
現
場
の
声
を

国
政
に
届
け
て
く
れ
る
貴
重

な
存
在
。
再
び
国
会
へ
送
り

出
す
た
め
各
単
組
・
組
合
員

の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

女
性
の
人
材
育
成
や
運
動
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

私
は
色
黒
で
、

街
中
を
歩
く
だ
け

で
す
ぐ
に
日
焼
け

し
沈
着
し
、
と
て

も
長
持
ち
す
る
。

反
対
に
夫
は
色
白
な
の
で
な

か
な
か
日
に
焼
け
ず
、
焼
け

て
も
赤
く
な
り
す
ぐ
に
元
に

戻
る
▼
そ
の
昔
、
妊
娠
中
の

私
は
夏
の
日
差
し
の
中
、
通

勤
や
買
い
物
程
度
し
か
屋
外

に
い
な
か
っ
た
の
に
、
日
に

焼
け
た
。
そ
の
年
の
夫
は
と

言
え
ば
、
友
人
ら
と
海
に
行

く
な
ど
夏
を
満
喫
し
、
日
に

は
焼
け
た
が
、
肌
が
赤
く
な

っ
た
だ
け
。
夏
が
終
わ
っ
て

み
る
と
遊
ば
な
か
っ
た
私
の

方
が
日
に
焼
け
て
い
た
事
実

に
愕
然
と
し
た
▼
最
近
、
沖

縄
へ
行
く
予
定
が
で
き
た
。

沖
縄
の
強
い
日
差
し
は
さ
す

が
に
肌
へ
の
刺
激
が
強
す
ぎ

る
と
思
い
、
き
れ
い
に
焼
く

対
策
と
し
て
度
数
の
低
い
日

焼
け
止
め
ク
リ
ー
ム
を
ド
ラ

ッ
ク
ス
ト
ア
に
探
し
に
行
っ

た
。
と
こ
ろ
が
日
焼
け
対
策

の
コ
ー
ナ
ー
に
は「
５０
＋
＋
」

の
も
の
ば
か
り
陳
列
さ
れ
、

そ
れ
以
外
の
選
択
肢
は
無
く

な
っ
た
の
か
と
驚
い
た
▼
そ

れ
で
も
と
店
内
を
探
し
回
っ

た
ら
「
き
れ
い
に
焼
き
た
い

人
の
た
め
」
の
コ
ー
ナ
ー
に

「
２０
＋
＋
」
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
。
昨
今
の
強
い

日
差
し
に
は
「
５０
＋
＋
」
で

な
け
れ
ば
太
刀
打
ち
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
か
。
気
候
の

変
化
は
恐
ろ
し
い
。�

（
Ａ
）

岸まきこ参議院議員が京都で活動

物
価
上
昇
上
回
る
賃
上
げ
勧
告
を

２
０
２
４
人
事
委
員
会
要
請

私たちの声を国政の場へ私たちの声を国政の場へ

男
女
平
等
参
画

世
代
を
引
継
ぎ
粘
り
強
くカスハラ対策で変更も

「名札」は名字だけに「名札」は名字だけに

岸
ま
き
こ 

参
議
院

議
員 

再
選
を
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全国町村職総決起集会

情報交換・交流会JI-UP京都

▲京都からの参加者

▲

電
卓
で
自
分
の
賞
与
を
計
算

　

府
本
部
町
村
評
は
６
月
１

日
、
京
都
市
内
で
「
賃
金
権

利
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。
４

月
に
採
用
さ
れ
た
新
入
組
合

員
を
中
心
に
４
単
組
１０
人
が

参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
河
島
理
絵
議
長
は

　

自
治
労
本
部
町
村
評
は
５

月
２４
日
、
東
京
・
日
比
谷
野

外
音
楽
堂
で
第
４４
回
全
国
町

村
職
総
決
起
集
会
を
開
催
。

京
都
か
ら
４
単
組
５
人
が
参

加
し
た
。

　

本
集
会
は
例
年
２
月
の
春

闘
勝
利
か
ら
人
員
確
保
に
目

こ
の
春
、
夢
と
希
望
を
抱
い

て
就
職
し
た
参
加
者
に
む
け

て
、「
入
庁
式
か
ら
２
カ
月
が

経
過
し
た
が
職
場
の
環
境
は

い
か
が
か
。
不
安
な
こ
と
な

ど
あ
れ
ば
い
つ
で
も
組
合
を

頼
っ
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
。

的
を
変
更
し
開
催
さ
れ
た
。

　

宮
脇
町
村
評
議
長
が
主
催

者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ

し
、
伊
藤
書
記
長
よ
り
本
部

方
針
の
提
起
、
木
藤
幹
事
よ

り
総
務
省
交
渉
に
つ
い
て
の

報
告
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
各
県
か
ら
決
意

　

学
習
会
で
は
、
久
御
山
町

職
の
篠
田
咲
生
さ
ん
を
講
師

に
「
自
分
の
賃
金
、
自
分
で

計
算
」
と
題
し
た
講
演
を
受

け
た
。
参
加
者
は
地
方
公
務

員
の
給
与
制
度
や
算
定
方

法
、
各
市
町
村
の
相
違
点
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

自
分
の
給
与
明
細
を
基
に
期

末
勤
勉
手
当
の
支
給
額
を
計

算
す
る
な
ど
賃
金
の
仕
組
み

を
学
ん
だ
。

　

次
に
、
全
労
済
自
治
労
共

済
本
部
京
都
府
支
部
の
久
米

真
人
事
務
局
長
、
事
務
局
員

の
島
田
智
司
さ
ん
か
ら
「
じ

ち
ろ
う
共
済
と
保
障
の
考
え

方
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講

演
を
受
け
た
。
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
に
か
か
る
経
費
の
う
ち
比

重
の
高
い
保
険
に
つ
い
て
、

自
治
労
共
済
は
掛
金
が
安
く

抑
え
ら
れ
、
多
く
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

表
明
を
受
け
た
。
沖
縄
か
ら

は
普
天
間
基
地
問
題
な
ど
の

活
動
、
福
岡
か
ら
は
豊
福
福

岡
県
議
の
当
選
、
石
川
か
ら

は
能
登
半
島
地
震
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
た
。
宮
脇
議
長
に

よ
る
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
集

会
を
終
え
、
デ
モ
・
請
願
行

動
に
出
発
し
た
。

　

デ
モ
行
進
で
は
、
会
場
か

ら
国
会
議
事
堂
前
ま
で
「
町

村
職
員
の
低
賃
金
を
改
善
し

よ
う
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
。
国
会
議
事
堂
前
で
は
、

岸
ま
き
こ
・
鬼
木
ま
こ
と
参

議
院
議
員
な
ど
協
力
国
会
議

員
へ
の
請
願
行
動
を
行
い
、

参
加
者
全
員
で
賃
金
や
職
場

環
境
の
改
善
を
訴
え
た
。

　

デ
モ
行
進
終
了
後
は
国
会

　

自
治
労
加
盟
の
公
共
民
間

財
団
を
中
心
と
し
た
文
化
財

・
博
物
館
関
係
団
体
交
流
会

が
５
月
２５
・
２６
日
、
大
分
県

豊
後
大
野
市
の
中
央
公
民
館

他
で
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｉ
‐
Ｕ

Ｐ
京
都
（
埋
文
研
労
組
）
か

ら
３
人
が
参
加
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
『
自
然

遺
産
（
ジ
オ
パ
ー
ク
）
と
資

議
事
堂
へ
。
議
場
や
天
皇
陛

下
の
御
休
所
、
中
央
広
間
な

ど
見
学
し
た
。

　

最
後
に
、
岸
・
鬼
木
両
参

議
院
議
員
か
ら
政
策
を
聞
い

た
後
、
意
見
交
換
会
の
場
が

設
け
ら
れ
た
。
参
加
者
か
ら

「
職
員
募
集
を
し
て
も
集
ま

ら
な
い
な
ど
、
人
材
不
足
の

問
題
が
深
刻
だ
」
な
ど
と
町

職
の
厳
し
い
実
態
を
訴
え
、

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

料
館
・
文
化
財
の
関
わ
り
と

今
後
の
展
望
』
と
題
し
、
北

海
道
か
ら
沖
縄
県
ま
で
の
２６

団
体
３８
名
が
参
加
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
の
後
行

わ
れ
た
基
調
講
演
で
は
、
豊

後
大
野
市
資
料
館
ジ
オ
パ
ー

ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
後
藤
祥

氏
に
よ
る
『
豊
後
大
野
市
の

自
然
遺
産
の
動
向
と
ジ
オ
パ

　

府
本
部
労
組
法
適
用
組
合

協
議
会（
Ｊ
Ｉ
‐
Ｕ
Ｐ
京
都
）

は
５
月
３１
日
、
情
報
交
換
・

交
流
会
を
ウ
ィ
ン
グ
ス
京
都

ー
ク
』
と
題
し
た
講
演
を
聞

い
た
。「
本
市
は
２
０
１
３

年
に
複
雑
な
地
形
、
地
質
に

加
え
、
そ
の
自
然
と
共
存
す

る
人
々
の
暮
ら
し
が
評
価
さ

れ
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認

定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
世
界
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録

さ
れ
、
国
の
重
要
文
化
的
景

観
に
も
選
定
さ
れ
た
。
ジ
オ

パ
ー
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
役

割
と
し
て
、
歴
史
と
現
代
社

会
に
お
け
る
地
域
の
地
質
遺

産
の
重
要
性
に
つ
い
て
意
識

を
高
め
る
こ
と
で
、
地
域
住

民
が
自
分
た
ち
の
地
域
の
誇

り
を
持
ち
、
地
域
と
住
民
の

一
体
感
を
強
化
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

最
後
に
、
今
後
も
自
治
労

本
部
と
連
携
し
、
情
報
を
共

有
し
交
流
会
を
継
続
す
る
中

で
、
私
た
ち
の
思
い
や
見
解

を
表
明
し
、
社
会
に
問
い
か

け
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

で
開
催
、
８
単
組
１９
人
が
参

加
し
た
。
は
じ
め
に
、
石
田

議
長
は
「
公
共
民
間
の
仲
間

が
労
使
交
渉
す
る
に
あ
た

　

自
治
労
第
９８
回
定
期
大
会

が
、
８
月
に
千
葉
県
で
開
催

さ
れ
る
。
こ
の
自
治
労
大
会

り
、
そ
の
前
段
と
な
る
事
前

協
議
や
予
備
折
衝
等
の
流

れ
、
自
治
体
単
組
と
連
携
し

た
要
求
書
の
作
り
方
な
ど
を

学
習
し
、
要
求
・
交
渉
・
妥

結
に
繋
げ
る
よ
う
団
結
し
て

が
ん
ば
ろ
う
」と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
自
治
労
本
部
組

織
拡
大
オ
ル
グ
の
槌
田
順
氏

か
ら
「
価
格
転
嫁
等
に
よ
る

自
治
体
単
組
と
の
連
携
」
と

題
し
た
講
演
を
聞
い
た
。
講

師
は
、「
指
定
管
理
者
制
度

の
も
と
『
労
務
費
の
価
格
転

嫁
』
に
つ
い
て
、
契
約
や
年

度
途
中
で
発
注
者
で
あ
る
自

治
体
と
交
渉
す
る
の
は
難
し

の
議
決
権
を
持
つ
代
議
員

は
、
法
人
格
規
約
認
証
の
た

め
都
道
府
県
本
部
ご
と
に
投

票
で
選
出
す
る
こ
と
が
人
事

院
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

京
都
府
本
部
の
代
議
員
定

数
は
６
人
で
、
代
議
員
選
挙

は
次
の
と
お
り
実
施
し
て
い

る
。
各
単
組
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

＊　
　

＊　
　

＊

【
告
示
】

　

７
月
５
日
（
金
）

【
投
票
期
間
】

　

７
月
１２
日
（
金
）
～

�

８
月
８
日
（
木
）

い
が
、
公
共
民
間
単
組
の
問

題
解
決
に
は
自
治
体
単
組
、

議
員
（
組
織
内
議
員
・
政
策

協
力
議
員
）
な
ど
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
て
、
要
望
書
を
府

本
部
・
自
治
体
単
組
・
公
共

民
間
単
組
の
連
名
で
提
出
す

る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
」

と
説
明
。
今
後
と
も
課
題
解

決
や
情
報
共
有
の
た
め
に

も
、
府
本
部
な
ら
び
に
自
治

体
単
組
と
の
連
携
を
強
め

て
、
取
り
組
み
を
進
め
る
必

要
性
を
確
認
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
移
し
て

交
流
会
を
開
催
し
た
。
各
単

組
か
ら
の
近
況
報
告
が
あ

り
、
様
々
な
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
交

流
が
深
ま
っ
た
。

岡本　哲也　府本部執行委員長	 （自治労京都市職）
森本　尚秀　府本部副執行委員長	（自治労京都市職）
中谷　文明　府本部副執行委員長	（京都交通労組）
川戸　英美　府本部副執行委員長	（城南衛管労組）
梶村　佐知　府本部副執行委員長	（自治労京都市職）
橋本　美咲　府本部執行委員	 （京田辺市職）
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